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γ線架橋のない
ポリスルホン中空糸膜

従来モイストタイプ（改質前） 従来モイストタイプ（改質前）

《吸着水》に着目した

膜表面改質技術によって、

生体適合性と透析性能を

高いレベルで実現しています。

図6: デキストラン分画特性（水系評価／社内データ）
図7: アルブミンふるい係数の経時変化
	 （牛血液系評価／社内データ）

《吸着水》とは……
　タンパク質や親水性ポリマーの表面には

通常の水（自由水）とは異なる《吸着水》

と呼ばれる水が存在します（図1）。

　親水性ポリマーを有する透析膜におい

て、膜の表面に存在する吸着水の運動性

を高めると、血液中のタンパク質との反応

（吸着など）がおきにくくなると考えてい

ます。※ 3)、※ 4）

（吸着水は水和水などと呼ばれることもあります。）

——東レは、ポリスルホン中空糸膜の生体適合性を追求し、新たな膜表面改質技術を開発しました。

——膜表面改質技術は、透析性能向上にもつながります。

【血液・透析液流れの改善】

　ハウジング構造を見直すことで中空糸

の分散性を高め、血液と透析液の流れを

改善しました。

　また、静脈側ヘッダー部の勾配を大き

く取り、プライミング時の気泡滞留を低

減しました。

測定条件：
牛血液（ Ht=30%、TP=6.5g/dL）、37℃、
QB=200mL/min、QD=0mL/min、QF=10mL/min/m2

図 4:	膜表面改質技術による吸着水の運動性変化と血小板付着抑制効果
	 （社内データ）

図 5:	中空糸膜の DMAc（有機溶媒）による溶解像
	 （社内データ）

図 2:	膜表面の親水性分布（２次元ＡＴＲ／社内データ） 図 3:	膜表面の柔軟層（ＡＦＭ画像／社内データ）

	 生体適合性の追求
【親水性の向上と優れた抗血栓性】

　ＮＶシリーズは吸着水に着目した膜表面

改質技術によって、高い親水性をもった厚

い柔軟層を有しています。※ 1）（図 2、図 3）

　同時に膜表面に存在する吸着水の運動

性を向上させることによって、タンパク質

などの付着（ファウリング）が抑えられ、

血小板への刺激が軽減されています。※1)※2)

（図 4）

　これらのことから、NV シリーズでは、

優れた抗血栓性が期待されます。

【溶出物の抑制】

　従来の東レ製ポリスルホン膜と同様に、

親水性ポリマーをγ線で架橋固定し、

溶出を抑制しています。※ 1)（図 5）

　ＮＶシリーズはワンランク上の生体適合

性を実現したダイアライザです。

	 透析性能の向上
【シャープな分画特性、ファウリング低減】

　膜表面の改質によって、分子量分画特

性は従来モイストタイプ（改質前）に比べ、

よりシャープになっています。（図 6）

　また、膜表面へのタンパク質などの付着
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測定条件：
牛血漿 (TP6.5g/dL）、37℃、1 時間値（QB=200mL/min、
QD=500mL/min、QF=10mL/min/m2）

図8: 溶質除去性能（牛血漿クリアランス／社内データ）
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【除去性能の向上】

　ＮＶシリーズは、小分子量物質から低分

子量タンパク質までの除去性能を、より

高いレベルで実現しています。（図8）

測定条件：
中空糸本数 40 本× 12cm のミニモジュールを作成
デキストラン溶液：平均分子量 1,200（No.31394）、6,000（FULKA
社製 No.31388）、15,000 〜20,000（No.31387）、40,000（No.31389）、
56,000（No.31397）、222,000（No.31398）を濃 度 が 0.5mg/mL
になるように限外濾過水に溶解
QBi=1.8mL/min で循環（QF: 0.36mL/min)
GPC 測定：	（カラム）東ソー－ TSK ～ gel-GMPWXL、40℃
	 （検出）示差屈折率計（東ソー社製、RI-8020）

（ファウリング）を低減することで、経時

的なアルブミンふるい係数の変化を抑制

することを確認しています。※ 1) ※ 2)（図 7）

　透析開始直後のアルブミン漏出を軽減

することが期待されます。

図 1：透析膜表面およびタンパク質表面の吸着
水イメージ

（参考文献※３）、※４）から東レで作成）



	 	 	 	 中空糸1)	 	
血液側容量	 限外濾過率 2)	

	 	 クリアランス 3）

	 	 品種	 有効膜面積	 	 有効長	 	 	 尿素	 クレアチニン	 	 リン酸	 ビタミンB12
	 	 	 (m2)	 	 (mm)	

(mL)	 (mL/hr/mmHg)
	 (mL/min)	 (mL/min)	 	 (mL/min)	 (mL/min)

	 NV-10U	 1.0	 	
214	

65	 43	 185	 171	 	 168	 120

	 NV-13U	 1.3	 	 	 84	 46	 192	 182	 	 180	 137

	 NV-15U	 1.5	 	 	 96	 49	 196	 189	 	 187	 150

	 NV-18U	 1.8	 	 263	 111	 52	 197	 192	 	 191	 157

	 NV-21U	 2.1	 	 	 130	 54	 199	 195	 	 194	 166
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●ご使用に際しては電子添文をご参照ください。※トレライトは東レ（株）の登録商標です。
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東京都中央区日本橋室町ニ丁目1番1号 〒103-8666

販売業者

	 https://www.toray-medical.com/
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	 	 	 	 中空糸1)	 	
血液側容量	 限外濾過率 2)

	 	 	 クリアランス 3）

	 	 品種	 有効膜面積	 	 有効長	 	 	 尿素	 クレアチニン	 	 リン酸	 ビタミンB12
	 	 	 (m2)	 	 (mm)	

(mL)	 (mL/hr/mmHg)
	 (mL/min)	 (mL/min)	 	 (mL/min)	 (mL/min)

	 	 NV-10S	 1.0	 	
214	

65	 43	 182	 167	 	 162	 114

		  NV-13S	 1.3	 	 	 84	 46	 190	 179	 	 175	 131

●中空糸内径：200mm（S/Uタイプ）、185mm（Xタイプ） ●膜厚：40mm ●中空糸材質：ポリスルホン系樹脂 ●ケース材質：ポリプロピレン ●滅菌法： g線滅菌 
●最高使用圧力：66kPa（500mmHg）
1) モイストタイプ（中空糸に水分が含まれています）。
2) 牛血 in vitro Ht32 ± 3%、TP6.0 ± 0.5g/dL、QB=200 ± 4mL/min、37±1℃、TMP13.3kPa（100mmHg）の測定値より算出。
3)  in vitro QB=200 ± 4mL/min、QD=500 ±10mL/min、QF=10 ± 2mL/min、37±1℃　水系クリアランスであり、臨床では使用条件の違いにより異なります。

	 	 	 中空糸1)	 	
血液側容量	 限外濾過率 2)

	 	 	 クリアランス 3）

	 品種	 有効膜面積	 	 有効長	 （mL）	 （mL/hr/mmHg）	 尿素	 クレアチニン	 	 リン酸	 ビタミンB12
	 	 (m2)	 	 (mm)	 	 	 (mL/min)	 (mL/min)	 	 (mL/min)	 (mL/min)

	 NV-10X	 1.0	 	
214	

65	 43	 188	 177	 	 173	 129

	 NV-13X	 1.3	 	 	 84	 46	 194	 186	 	 184	 146

	 NV-15X	 1.5	 	 	 96	 49	 197	 192	 	 190	 158

	 NV-18X	 1.8	 	 263	 111	 52	 198	 195	 	 193	 165

	 NV-21X	 2.1	 	 	 130	 54	 199	 197	 	 196	 173

NV-X タイプ（機能区分：Ⅱa型）

NV-U タイプ（機能区分：Ⅰa型）

NV-S タイプ（機能区分：Ⅰa型）

	 仕様および性能


